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Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
現
場
の
見
え

る
化
や
装
置
の
稼
働
状
況
の
可
視
化
を

行
っ
て
い
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
大

企
業
で
は
実
証
実
験
か
ら
本
稼
働
に
入

り
、
中
小
製
造
業
で
も
様
子
見
か
ら
検

討
、
採
用
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
主
に
製
造
装

置
や
生
産
ラ
イ
ン
と
い
っ
た
「
も
の
の
見
え
る

化
」
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
「
人
の
見
え
る
化
」

に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
ウ
オ

ッ
チ
な
ど
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
セ
ン
サ
ー
や

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
使
い
、
人
の
作
業
状
況

や
体
調
と
い
っ
た
状
態
を
デ
ー
タ
化
し
て
管
理

す
る
。
こ
う
し
た
類
い
の
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
快
適
性
や
安
全
性

を
高
め
た
実
績
例
も
目
立
ち
は
じ
め
た
▼
そ
の

一
方
で
、
こ
う
し
た
人
の
可
視
化
に
対
し
て
現

場
作
業
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
は
ど
こ
ま
で
管

理
さ
れ
る
の
か
」
「
そ
ん
な
デ
ー
タ
を
取
ら
れ

て
い
た
ら
ト
イ
レ
に
も
い
け
な
い
」
な
ど
警
戒

す
る
声
も
出
て
き
て
い
る
。
仕
事
中
と
は
言

え
、
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る
の
は
気
持
ち

の
良
い
も
の
で
は
な
い
。
視
線
や
管
理
が
気
に

な
っ
て
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が

あ
る
の
も
、
も
っ
と
も
な
話
し
だ
。
人
の
気
持

ち
は
、
画
一
的
に
そ
う
簡
単
に
解
決
で
き
る
も

の
で
も
な
い
。
だ
か
ら
難
し
い
▼
で
は
人
の
動

き
の
可
視
化
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
答
え
は
ひ
と
つ
。

管
理
者
が「
寛
容
さ
」を
も
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
運

用
す
る
こ
と
だ
。
作
業
者
は
、
端
末
を
身
に
付

け
さ
え
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
通
り
の
動
き
で
良

い
。
管
理
者
は
そ
れ
く
ら
い
の
寛
容
さ
と
度
量

を
も
っ
て
接
っ
す
れ
ば
作
業
者
は
安
心
す
る
。

デ
ー
タ
か
ら
動
き
を
解
析
し
、
直
す
の
は
そ
の

後
だ
。
デ
ー
タ
さ
え
取
れ
れ
ば
、
あ
と
は
解
析

し
て
改
善
策
を
導
き
出
せ
る
。
そ
の
第
一
歩
が

可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
位
置
づ
け
だ
。
管
理
す
る

側
が
気
持
ち
よ
く
な
る
の
で
は
な
く
、
作
業
者

側
を
気
持
ち
よ
く
し
、
動
き
を
変
え
る
。
作
業

者
主
体
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

人の見える化システム運用で気を付けること　キーワードは「寛容」

　
『
提
言
！
　
日
本
の
製
造
業
再
起
動
』

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
月
１
回
の
寄
稿
で
80
回

以
上
に
渡
り
、
中
小
製
造
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｄ

Ｘ
の
原
稿
掲
載
を
続
け
て
き
た
が
、
今
年
か

ら
は
『
劣
化
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ

で
、
タ
イ
ト
ル
を
『
劣
化
列
島
日
本
／
希
望

と
勇
気
』
と
し
て
い
る
。
２
回
目
は
今
日
の

ド
イ
ツ
衰
退
か
ら
劣
化
の
法
則
を
学
ん
で
み

た
い
。

　
『
失
わ
れ
た
○
○
年
』
と
の
フ
レ
ー
ズ
を

作
っ
た
人
は
誰
な
の
か
？
　
は
定
か
で
な
い

が
、
メ
デ
ィ
ア
が
好
ん
で
発
信
す
る
こ
の
フ

レ
ー
ズ
に
は
、
自
虐
ネ
タ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

内
包
さ
れ
て
お
り
、
人
々
か
ら
誇
り
と
自
信

を
奪
い
取
る
表
現
で
あ
る
。
『
失
わ
れ
た
○

○
』
と
は
何
が
失
わ
れ
た
の
か
？
　
主
語
が

な
く
曖
昧
な
表
現
は
、
メ
デ
ィ
ア
ウ
イ
ル
ス

と
な
っ
て
人
々
を
襲
い
、
多
く
の
人
々
が
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
う
。
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
『
希
望
と
勇
気
』
が
な
く
な

り
、
『
日
本
は
だ
め
だ
！
　
日
本
に
未
来
は

な
い
！
』
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
思
考
症
候
群

に
襲
わ
れ
る
。
そ
し
て
末
期
症
状
は
、
『
自

分
が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
』
と
い
う
究
極

の
利
己
主
義
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
日
本
を
代

表
す
る
大
企
業
の
な
か
に
も
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
に
侵
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
経
営
陣
が
多
く

存
在
す
る
。
指
導
者
層
が
劣
化
し
た
『
劣
化

列
島
日
本
』
の
代
表
例
で
あ
る
。
ま
た
一
般

社
会
で
は
、
『
働
か
な
い
美
徳
』
が
常
態
化

し
て
お
り
、
職
場
の
楽
し
さ
・
仕
事
へ
の
挑

戦
・
将
来
へ
の
希
望
、
そ
し
て
自
己
研
鑽
や

切
磋
琢
磨
な
ど
は
軽
ん
じ
ら
れ
、
労
働
時
間

の
短
縮
が
当
然
と
さ
れ
、
労
働
効
率
の
み
が

追
求
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。
「
働
き
方
改

革
」
を
旗
印
に
、
『
働
か
な
い
こ
と
』
を
権

利
と
す
る
『
労
働
意
識
の
劣
化
』
が
日
本
中

に
蔓
延
し
て
い
る
。

　
日
本
人
は
一
般
的
に
欧
米
社
会
を
崇
拝
す

る
傾
向
が
強
い
が
、
『
劣
化
列
島
日
本
』
に

陥
っ
た
主
た
る
原
因
は
、
出
羽
守
（
で
わ
の

か
み
）
の
存
在
で
あ
る
。
出
羽
守
と
は
、
欧

米
崇
拝
の
代
名
詞
で
あ
り
、
『
ア
メ
リ
カ
で

は
○
○
』
、
『
ド
イ
ツ
で
は
○
○
』
と
い
っ

た
『
欧
米
か
ぶ
れ
』
を
言
う
が
、
出
羽
守
が

い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め

に
、
今
回
は
『
ド
イ
ツ
の
衰
退
』
に
焦
点
を

あ
て
て
み
た
い
。
驚
く
こ
と
に
、
今
の
ド
イ

ツ
は
『
国
家
劣
化
』
に
襲
わ
れ
、
ド
イ
ツ
社

会
は
大
き
く
衰
退
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
神
話

は
と
っ
く
に
崩
壊
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は

あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
製
造
業

界
で
は
、
ド
イ
ツ
を
信
奉
す
る
思
想
が
依
然

と
し
て
強
く
定
着
し
て
い
る
。
歴
史
的
な
観

点
で
は
、
ド
イ
ツ
の
技
術
先
進
性
は
否
定
で

き
ず
、
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ド
イ
ツ

か
ら
生
ま
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
筆
者
が

最
初
に
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の
は
今
か
ら
40
年

程
前
で
あ
る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
学
ぶ
こ

と
も
多
く
、
感
動
を
覚
え
る
こ
と
も
多
か
っ

た
が
、
今
の
ド
イ
ツ
は
視
界
不
良
。
ド
イ
ツ

の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
欧
州
各
国
は
大
き
な

地
盤
沈
下
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
数
百
年
前
の

産
業
革
命
以
降
、
強
い
経
済
力
と
軍
事
力
に

よ
っ
て
世
界
を
支
配
し
、
強
大
な
力
を
武
器

に
美
し
い
文
化
を
育
ん
だ
欧
州
は
、
大
き
な

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
出
羽
守
が
多
く
、
い

ま
だ
欧
米
か
ぶ
れ
で
、
『
ド
イ
ツ
は
優
れ
て

い
る
』
と
い
っ
た
認
識
に
固
ま
っ
た
メ
デ
ィ

ア
諸
兄
は
、
ド
イ
ツ
の
衰
退
に
は
目
と
耳
を

覆
い
、
ド
イ
ツ
衰
退
の
実
態
を
報
道
す
る
こ

と
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
衰
退
、
劣
化
列
島
日

本
の
先
を
行
く
反
面
教
師
の
劣
化
国
家
は
ド

イ
ツ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
な
ぜ
劣
化
し
た
の

か
？
を
追
求
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
と
日
本

の
相
違
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
ま

ず
、
第
１
の
ド
イ
ツ
劣
化
要
因
は
『
働
か
な

い
労
働
者
と
移
民
／
難
民
の
弊
害
』
で
あ

る
。

　
ド
イ
ツ
の
（
キ
リ
ス
ト
教
の
）
教
え
で

は
、
『
労
働
は
罪
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
　
ド
イ
ツ
で
は
長
時
間

労
働
は
宗
教
的
・
法
律
的
に
許
さ
れ
な
い
。

古
来
よ
り
労
働
を
美
徳
と
し
て
き
た
日
本
と

は
根
本
的
な
価
値
観
が
全
く
違
う
。
ド
イ
ツ

の
労
働
時
間
は
世
界
中
で
最
も
短
く
、
外
国

人
労
働
者
の
活
用
で
し
の
い
で
き
た
が
、
難

民
／
移
民
が
国
内
に
溢
（
あ
ふ
）
れ
、
ド
イ

ツ
社
会
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
人
は
働
き
す
ぎ
だ
！
　
ド
イ
ツ
を
学

べ
』
な
ど
と
言
う
御
仁
は
、
出
羽
守
の
典
型

で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
的
外
れ
な
発
言
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
劣
化
の
第
２
要
因
は
、
中
国
と

の
道
連
れ
劣
化
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
輸
出
依

存
国
家
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、
輸
出
先
の
開

拓
に
熱
心
で
、
あ
ま
り
に
も
極
端
な
中
国
外

交
を
行
っ
た
結
果
、
今
や
中
国
経
済
の
先
行

き
不
安
か
ら
大
惨
事
に
陥
っ
て
い
る
。
親
中

派
の
日
本
経
済
界
も
要
注
意
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
劣
化
の
第
３
の
要
因
は
、
極
端
な
環
境
問

題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
策
は
完
全
失
敗
で
、
あ
ら
ゆ
る
劣
化
原

因
を
作
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
国
内
で
は
原
発

を
全
て
停
止
し
た
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の

原
発
電
気
に
依
存
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然

ガ
ス
に
も
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
が
誇
る
頼
み
の
風
力
発

電
は
役
に
立
た
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

失
敗
は
ド
イ
ツ
製
造
業
未
来
に
も
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
。
日
本
に
と
っ
て
も
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
は
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
以
上
の
ド
イ
ツ
劣
化
実
態
は
一

部
で
あ
り
、
全
て
で
は
な
い
。

　
日
本
の
劣
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
全
て
欧

米
の
主
張
を
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
欧
米
が
唱
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
旗
印
に
洗
脳
さ
れ
、
出
羽
守
が
横
行
し
、

日
本
の
古
来
よ
り
育
ん
だ
日
本
の
遺
伝
子
や

文
化
を
ば
か
に
し
て
き
た
結
果
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
　
日
本
が
劣
化
を
乗
り
越
え
、
輝

か
し
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
日
本

の
優
れ
た
遺
伝
子
を
取
り
戻
す
こ
と
が
絶
対

条
件
で
あ
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●84●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
②

ド
イ
ツ
衰
退
に
学
ぶ
劣
化
の
法
則

電
気
設
備
事
故
情
報

共
有
し
再
発
防
ぐ

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
が
詳
細
公
表
シ
ス

テ
ム

開
発

　
ど
れ
だ
け
工
場
が
「
安
全
第
一
」
を
掲
げ
て
最
大
限
に
注
意
を
払
っ
て
い
て
も
、
事
故
ゼ
ロ
ま
で
の
道
は
長
く
険
し

い
。
「
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ
り
直
せ
」
事
故
を
減
ら
す
に
は
、
過
去
の
事
故
の
事
例
か
ら
そ
の
発
生
原
因
を
知
り
、

再
発
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
一
番
の
近
道
だ
。
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
、
ナ
イ
ト
）
は
、
電
気
設
備

（
電
気
工
作
物
）
の
事
故
情
報
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、
誰
で
も
検
索
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
「
詳
報
公
表
シ
ス

テ
ム
」
を
開
発
し
、
１
月
31
日
か
ら
リ
リ
ー
ス
し
た
。

詳報公表システムのイメージ図

増
加
傾
向
の
事
故

年
間
１
万
5000
件
超

　
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
調
査
（
「
電

気
保
安
の
現
状
に
つ
い
て
　

令
和
元
年
度
電
気
保
安
統
計

の
概
要
」）に
よ
る
と
、
２
０

１
０
年
の
１
年
間
の
事
故
件

数
は
１
万
２
６
７
７
件
で
、

そ
の
後
も
１
万
２
０
０
０
〜

３
０
０
０
程
度
で
推
移
し
て

い
た
が
、
18
年
、
19
年
と
２

年
連
続
で
１
万
５
０
０
０
件

を
突
破
。
労
災
発
生
件
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
電
気
設
備
の
事
故
件
数

は
微
増
を
続
け
て
い
る
。

　
事
故
内
容
は
電
気
設
備
の

破
損
（
１
万
１
３
４
４
件
）、

供
給
支
障
（
３
６
２
８
件
）

と
圧
倒
的
で
、
配
電
線
路
で

の
事
故
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
死
傷
事
故
は
横
ば
い
だ

が
、
火
事
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
19
年
度
は
16
件
発
生
し
、

前
年
の
４
倍
。
そ
れ
以
前
か

ら
比
べ
て
も
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
設
備
の
老
朽
化

や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
減
少
な

ど
が
背
景
に
あ
り
、
以
前
に

比
べ
て
工
場
は
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い

る
。詳

細
な
事
故
情
報

閲
覧
・
Ｄ
Ｌ
可
能

　
電
気
を
供
給
・
使
用
す
る

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
電
気

（
詳
報
）
の
デ
ー
タ
を
一
元

化
し
て
「
詳
報
公
表
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
公
開
し
た
。

　
従
来
は
産
業
保
安
監
督
部

の
管
轄
地
域
別
に
公
開
さ
れ

て
い
た
の
に
対
し
、
「
詳
報

公
表
シ
ス
テ
ム
」
は
全
国
の

デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、
事

故
情
報
を
き
め
細
か
い
検
索

し
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
と
し
て

抽
出
で
き
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
、
例
え
ば
、
２
０
２

０
年
11
月
の
東
北
地
方
で
の

電
気
火
災
は
、
操
業
中
に
操

作
室
内
動
力
分
電
盤
か
ら
出

火
し
、
動
力
分
電
盤
お
よ
び

電
灯
分
電
盤
が
焼
失
し
、
操

作
室
も
全
焼
。
原
因
は
動
力

分
電
盤
に
接
続
さ
れ
て
い
た

低
圧
ケ
ー
ブ
ル
（
１
９
８
７

年
製
）
の
被
覆
が
経
年
劣
化

し
、
相
間
短
絡
に
よ
り
発

火
。
全
職
員
に
よ
る
目
視
点

検
の
強
化
、
設
備
更
新
頻
度

の
短
縮
等
で
再
発
を
防
止
す

る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
関
東
地
方
で
の
電
気

火
災
は
、
工
場
建
屋
内
の
製

造
設
備
か
ら
発
火
し
、
設
備

周
辺
お
よ
び
屋
内
設
置
の
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
一
部
に
も
延

焼
。
夜
間
の
空
運
転
中
に
材

料
投
入
部
分
の
異
常
過
熱
が

原
因
で
出
火
。再
発
防
止
は
、

終
業
時
の
設
備
点
検
と
し
て

異
音
・
過
熱
等
の
点
検
を
強

化
、
材
料
投
入
部
分
の
分
解

点
検
を
定
期
化
す
る
な
ど
で

対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

　
電
気
事
業
者
や
電
気
保
安

管
理
技
術
者
等
が
同
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
自
社
と
似
た

よ
う
な
設
備
で
過
去
に
発
生

し
た
事
故
を
調
べ
た
り
、
発

生
し
た
事
故
と
類
似
し
た
事

例
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と

で
、
未
然
防
止
や
再
発
防
止

に
活
用
す
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
る
。

https://www.nite.
go.jp/gcet/tso/
shohopub/search

誰
で
も
検
索
Ｏ
Ｋ

事
業
用
・
自
家
用
の
電
気
工

作
物
、
い
わ
ゆ
る
電
気
設
備

は
、
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
、
電
気
事
業
法
電
気
関
係

報
告
規
則
第
３
条
に
基
づ
い

て
事
故
情
報
を
報
告
す
る
義

務
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
詳

報
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

毎
年
５
０
０
件
以
上
が
国
と

経
済
産
業
省
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
詳
報
に
は
、
事
故
の

発
生
日
時
か
ら
内
容
、
原

因
、
再
発
防
止
策
な
ど
が
細

か
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

国
・
経
産
省
は
そ
の
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
、
公
開
も
行
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
今
回
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

電
力
安
全
セ
ン
タ
ー
は
、
経

済
産
業
省
本
省
や
各
産
業
保

安
監
督
部
と
連
携
し
、
全
国

の
電
気
工
作
物
の
事
故
情
報

Ｂ
Ａ
オ
ー
ナ
ー
配
置

幅
広
い
事
業
領
域
を
統
括

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
新
年
度
の
４

月
１
日
か
ら
、
全
社
的
視
点

・
中
長
期
的
視
点
で
の
事
業

戦
略
を
構
築
・
推
進
す
る
た

め
、
ラ
イ
フ
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
４
つ
の
社
会
課
題
領

域
に
お
い
て
、
関
連
の
深
い

複
数
の
事
業
本
部
を
統
括
す

る
執
行
役
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ

ス
エ
リ
ア
（
Ｂ
Ａ
）
オ
ー
ナ

ー
」
を
新
た
に
配
置
す
る
。

Ｂ
Ａ
オ
ー
ナ
ー
は
、
全
社
的

視
点
か
ら
傘
下
の
事
業
本
部

に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
や
事
業
再

編
な
ど
の
加
速
を
促
す
と
と

も
に
、
担
当
Ｂ
Ａ
を
俯
瞰
し

た
う
え
で
、
新
た
な
事
業
創

出
や
技
術
・
事
業
分
野
の
強

化
、
戦
略
的
リ
ソ
ー
ス
シ
フ

ト
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
Ｂ
Ａ
の
枠
を
超
え

た
全
社
的
視
点
で
の
シ
ナ
ジ

ー
の
創
出
を
、
Ｂ
Ａ
オ
ー
ナ

ー
が
共
同
で
実
行
す
る
な

ど
、
従
来
の
事
業
本
部
制
の

枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

経
営
変
革
に
取
り
組
む
。

　
「
イ
ン
フ
ラ
Ｂ
Ａ
」
に

は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
電
力

・
産
業
シ
ス
テ
ム
、
電
子
シ

ス
テ
ム
の
３
事
業
本
部
が
属

し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
技
術
を
活
用
し
て
幅
広
い

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

し
、
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で

安
心
・
安
全
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献

す
る
。

　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
Ｂ
Ａ
」
に
は
、
Ｆ

Ａ
シ
ス
テ
ム
、
自
動
車
機
器

の
２
事
業
本
部
が
属
し
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
や
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
、
激
変
す
る
事

業
環
境
下
で
、
傘
下
の
両
事

業
本
部
が
培
っ
て
き
た
駆
動

制
御
技
術
や
セ
ン
サ
ー
技
術

等
を
相
互
に
活
用
・
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
な
産
業
社
会
・
モ
ビ
リ
テ

ィ
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

　
「
ラ
イ
フ
Ｂ
Ａ
」
に
は
、

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
、
リ
ビ
ン
グ

・
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
２

事
業
本
部
が
属
し
、
昇
降
機

や
空
調
換
気
設
備
と
い
っ
た

個
々
の
事
業
領
域
に
と
ど
ま

ら
ず
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
か
ら
パ

ブ
リ
ッ
ク
ま
で
幅
広
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
向
け
て
快
適

・
便
利
な
空
間
を
提
供
し
、

豊
か
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
く

ら
し
の
創
造
に
取
り
組
む
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
Ｂ
Ａ
」
に
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
、
半
導
体
・
デ
バ
イ
ス
の

２
事
業
本
部
が
属
し
、
高
効

率
で
信
頼
性
の
高
い
半
導
体

デ
バ
イ
ス
、
セ
キ
ュ
ア
で
拡

張
性
の
高
い
情
報
シ
ス
テ
ム

を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ

と
で
多
様
化
す
る
社
会
課
題

の
解
決
に
貢
献
し
、
他
の
３

つ
の
Ｂ
Ａ
の
発
展
を
支
え
て

い
く
。

組
織
イ
メ
ー
ジ
図

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
３
月
２
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
３
月
９
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞



２０２２年（令和４年）２月２３日　　　（2）

っ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
（
産
業
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
）
の
サ
ン
リ
ツ
オ

ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
が
33
億
３

４
０
０
万
円
、
生
産
受
託
の

　
年
の
初
め
や
期
の
始
め
に
は

改
ま
っ
た
気
持
ち
に
な
る
。
日

本
は
年
代
表
記
に
元
号
を
持
つ

国
で
あ
る
。
元
号
の
変
わ
り
目

に
は
一
区
切
り
の
時
代
感
覚
が

持
て
る
の
で
、
新
し
い
こ
と
を

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
製
造

業
の
間
で
平
成
の
終
盤
か
ら
バ

ズ
っ
て
い
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
４

・
０
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
だ
が
、
令
和

を
契
機
に
現
場
で
実
際
に
動
き

出
し
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
と
Ｉ
Ｔ
技

術
を
融
合
し
て
大
幅
に
生
産
性

を
上
げ
る
現
場
が
少
し
ず
つ
作

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
機
器
部

品
営
業
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
る
。

　
販
売
員
は
こ
れ
ま
で
に
Ｆ
Ａ

か
ら
や
や
に
じ
み
出
す
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
技
術
者
を
積
極
的
に
訪

問
し
顧
客
に
す
る
活
動
を
ほ
と

ん
ど
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
平
成
で
育
っ
た
販
売

員
が
令
和
に
生
み
出
さ
れ
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
足
を
踏
み
入
れ
て

い
く
時
に
は
、
か
な
り
の
苦
難

を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
営
業
の
苦

難
と
は
比
較
で
き
な
い
が
、
戦

場
の
兵
士
の
肉
体
的
苦
難
に
関

し
て
『
戦
争
論
』
に
は
以
下
の

記
述
が
あ
る
。

　
「
戦
場
と
い
う
過
酷
な
環
境

の
中
で
生
死
を
賭
し
て
兵
士
は

肉
体
を
極
限
ま
で
酷
使
す
る
。

ど
の
位
の
酷
使
に
耐
え
ら
れ
る

の
か
と
問
わ
れ
て
も
一
概
に
言

え
な
い
」
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い

る
。「
あ
る
一
つ
の
軍
が
負
け
戦

と
な
り
、
死
を
賭
し
て
脱
出
を

試
み
る
。
そ
の
時
、
兵
士
の
肉

体
は
限
界
に
達
す
る
。
も
う
一

つ
の
軍
は
戦
場
で
勝
ち
戦
と
な

っ
て
追
撃
戦
に
移
る
。そ
の
時
、

兵
士
の
肉
体
は
負
け
戦
で
戦
場

を
脱
出
す
る
兵
士
と
同
じ
く
ら

い
限
界
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
追
撃
命
令
が
で
な
い
の
に

兵
士
は
自
ら
進
ん
で
さ
ら
な
る

過
酷
な
状
況
の
中
に
身
を
投
じ

て
い
く
。
戦
場
に
お
い
て
肉
体

的
苦
難
の
限
界
は
客
観
的
に
計

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は

主
観
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
言
う
。

「
限
界
を
超
え
て
も
自
ら
進
ん

で
や
る
状
況
を
作
れ
れ
ば
身
体

は
動
く
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
販
売
員
が
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ホ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
顧

客
や
メ
ー
カ
ー
か
ら
追
い
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
日

が
振
り
回
さ
れ
る
と
い
う
忙
し

さ
で
疲
れ
果
て
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
兵
士
の
肉
体
的
困

難
に
比
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
多
少
割
り
引
い
て
比
較
す

る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
振

り
回
さ
れ
る
多
忙
の
中
で
売
り

上
げ
の
月
末
締
め
切
り
の
責
任

と
さ
ら
な
る
売
り
上
げ
拡
大
の

た
め
の
新
規
開
拓
の
遂
行
で
受

け
る
強
い
ス
ト
レ
ス
だ
ろ
う
。

　
販
売
員
は
顧
客
や
メ
ー
カ
ー

に
振
り
回
さ
れ
て
幾
ら
多
忙
を

極
め
て
も
、
グ
チ
に
は
な
る
が

そ
れ
ほ
ど
苦
に
し
て
は
い
な

い
。
日
々
の
忙
し
さ
は
そ
れ
に

慣
れ
る
訓
練
の
場
と
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
や
や
も
す
れ
ば
忙

し
さ
が
一
時
的
に
途
切
れ
る
と

や
ら
な
く
て
も
い
い
過
剰
な
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
し
ま
う
。
そ
れ

に
反
し
て
売
り
上
げ
の
月
末
締

め
切
り
の
責
任
で
新
規
開
拓
の

遂
行
の
よ
う
に
精
神
的
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
か
か
る
営
業
活
動
は

「
で
き
れ
ば
や
る
。
で
き
る
だ

け
が
ん
ば
る
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
あ
り
、
ゆ
る
め
で
あ
る
。

軍
の
兵
士
は
肉
体
的
苦
難
に
対

す
る
が
ま
ん
強
さ
を
作
り
上
げ

る
た
め
に
鍛
錬
を
行
う
。
販
売

員
は
ど
ん
な
方
法
で
精
神
的
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
営
業
活

動
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ま
ず
第
一
に
多
忙
に
流
さ
れ
な

い
こ
と
。
第
二
に
計
画
力
を
上

げ
る
こ
と
。
実
際
に
は
目
的
を

は
っ
き
り
持
っ
て
、
そ
の
目
的

に
沿
っ
た
行
動
目
標
を
数
値
化

す
る
こ
と
。
次
に
①
週
間
訪
問

予
定
表
を
作
成
す
る
②
目
標
数

字
へ
の
達
成
意
欲
を
醸
成
す

る
。

　
し
か
し
達
成
意
欲
の
醸
成
を

一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
組
織
あ
る
い
は

同
僚
や
仲
間
同
士
が
「
や
っ
て

る
か
」
「
で
き
た
か
」
な
ど
と

声
を
か
け
合
う
こ
と
で
達
成
意

欲
を
作
っ
て
い
く
の
が
い
い
。

ま
ず
は
週
間
訪
問
予
定
表
の
作

成
を
習
慣
化
し
行
動
す
る
。
最

初
は
思
い
つ
き
で
予
定
表
を
埋

め
て
も
い
い
。
そ
れ
で
も
達
成

す
れ
ば
、
脳
内
伝
達
物
質
の
ド

ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
し
て
次
も
達

成
す
る
よ
う
に
促
し
て
く
れ

る
。
兵
士
が
肉
体
的
限
界
を
乗

り
越
え
て
自
ら
進
ん
で
追
撃
戦

に
向
か
う
と
同
様
な
こ
と
が
起

こ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
う
な
れ
ば
顧
客
の
週
間
訪

問
予
定
表
も
真
剣
に
作
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。

多
忙
に
流
さ
れ
ず
計
画
力
ア
ッ
プ

週
間
訪
問
予
定
表
を
作
成
し
よ
う

�

横河電機 「プロセス製造業の産業自律化」調査 　
横
河
電
機
は
、
世
界
７
つ
の
地
域
（
中
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
、
米
国
）
の
プ
ロ
セ
ス
製
造
業
を
対
象
に
、
「
産
業
に
お
け
る
自
律
化
」
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
し
た
。
調
査
は
、
化
学
・
石
油
化
学
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
石
油
・
ガ
ス
、
発
電
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
各
業
種
３
９
０
社
、
５
３
４
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
こ
の
結
果
、
自
律
化
へ
の
移

行
を
進
め
る
企
業
が
明
ら
か
に

増
え
て
お
り
、
環
境
面
で
の
持

続
可
能
性
へ
の
期
待
効
果
を
意

識
す
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
化
、
水

資
源
の
管
理
、
排
出
ガ
ス
削
減

と
い
っ
た
環
境
の
持
続
可
能
性

に
対
し
て
、
45
％
の
回
答
者

が
、
産
業
に
お
け
る
自
律
化
は

「
多
大
な
影
響
が
あ
る
」
、
36

％
が
「
や
や
影
響
が
あ
る
」
と

答
え
、
自
律
化
が
環
境
の
持
続

可
能
性
に
全
く
影
響
を
与
え
な

い
と
す
る
回
答
者
は
６
％
に
と

ど
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
回
答
者
の
51
％
が
複

数
の
施
設
や
事
業
部
門
に
お
い

て
自
律
化
を
進
め
て
お
り
、
さ

ら
に
19
％
が
少
な
く
と
も
一
つ

の
施
設
や
事
業
部
門
で
導
入
し

て
い
る
と
回
答
し
た
。

　
今
後
３
年
間
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
投

資
か
ら
高
い
投
資
対
効
果
を
得

ら
れ
る
分
野
と
し
て
は
、
生
産

・
製
造
業
務
に
お
け
る
生
産
性

向
上
を
上
げ
る
声
が
最
も
多

く
、
こ
れ
を
第
１
位
と
し
た
回

答
が
31
％
、
第
２
位
と
し
た
回

答
が
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
安
全
衛
生
と
環
境

も
全
体
の
26
％
が
第
１
位
（
13

％
）
、
ま
た
は
第
２
位
（
13

％
）
と
回
答
し
て
お
り
、
投
資

対
効
果
高
い
主
要
分
野
と
し
て

台
頭
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
続
い
て
い
る
状
況

で
、
リ
モ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
能
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と

は
産
業
の
自
律
化
を
進
め
る
う

え
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、

回
答
者
の
33
％
が
単
一
の
施
設

で
リ
モ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
導
入
し
て
お
り
、
31
％
が
複

数
の
施
設
で
導
入
し
て
い
る
と

回
答
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
自
律
化
を
進
め

て
い
く
う
え
で
は
、
経
営
層
が

意
思
決
定
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
意
思

決
定
者
に
つ
い
て
は
、
最
高
経

営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
す
る

回
答
が
全
体
の
38
％
、
最
高
技

術
責
任
者
（
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
が
34

％
、
最
高
情
報
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ

Ｏ
）
が
31
％
と
な
っ
て
い
る
。

県
郡
山
市
上
伊
豆
島
１
）
の

建
設
に
着
工
し
た
。
竣
工
は

２
０
２
４
年
４
月
の
予
定
。

　
敷
地
面
積
は
３
万
９
０
０

４
平
方
㍍
、
延
べ
床
面
積
２

万
６
０
０
６
平
方
㍍
の
規
模

で
、
工
場
棟
、
付
属
工
場

棟
、
厚
生
棟
の
３
棟
で
構

成
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
取
り
入
れ
、
製
品
の
進
捗

状
況
だ
け
で
な
く
、
部
材
の

加
工
状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

部
材
納
入
か
ら
完
成
ま
で
の

生
産
ラ
イ
ン
の
効
率
化
を
実

現
。
ま
た
、
厚
生
棟
に
は
１

階
に
約
１
０
０
人
ま
で
収
容

可
能
な
会
議
室
、
２
階
に
約

１
２
０
人
ま
で
喫
食
可
能
な

食
堂
を
完
備
。
24
年
４
月
の

操
業
ま
で
に
１
２
０
人
程
度

の
採
用
を
計
画
し
、
そ
の

後
、
段
階
的
に
増
員
し
、
将

来
的
に
は
２
４
０
人
程
度
を

採
用
す
る
予
定
。
産
業
用
配

電
盤
、
お
よ
び
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
を
生
産
し
、
30
年
に
は
生

産
高
は
約
１
０
０
億
円
を
計

画
し
て
い
る
。

オプテックス
クラウド型防犯監視システム

アジア市場へ展開

河
村
電
器
産
業
郡
山
工
場

完
成
予
想
図

河
村
電
器
産
業

郡
山
工
場
着
工

生
産
高
100
億
円
計
画

　
河
村
電
器
産
業
（
愛
知
県

瀬
戸
市
）
は
、
２
月
か
ら
国

内
で
７
番
目
の
工
場
と
し
て

「
郡
山
工
場（
仮
）」
（
福
島

　
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２

２
」
（
主
催
＝
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会
）
が
、
10
月
18

日
か
ら
４
日
間
、
幕
張
メ
ッ

セ
で
の
リ
ア
ル
、
お
よ
び
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　
同
展
は
、
00
年
の
第
１
回

開
催
以
来
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
革
新
が
も
た
ら
す
未
来
社

会
を
発
信
す
る
場
と
し
て
歴

史
を
積
み
重
ね
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
20
、
21
年
は
２

年
連
続
で
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
た
。
22
年
は
オ

ン
ラ
イ
ン
と
３
年
ぶ
り
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
の
対
面
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
「
経

済
発
展
と
社
会
課
題
の
解
決

を
両
立
す
る
『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
』
の
実
現
を
目

指
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
業

種
の
人
と
技
術
・
情
報
が
集

い
、『
共
創
』
に
よ
っ
て
未
来

を
描
く
」
を
開
催
趣
旨
に
掲

げ
、
毎
年
10
月
に
開
催
し
て

い
る
。
22
年
は
新
企
画
「
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
パ
ー
ク
」
を
新

設
。
テ
ー
マ
に
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
」
を
掲
げ
、
未
来

社
会
を
体
現
す
る
「
共
創
」

エ
リ
ア
と
し
て
展
開
す
る
。

　
幕
張
メ
ッ
セ
会
場
で
は
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
加

え
、
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
エ
リ
ア
、
ス
マ
ー
ト
×

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
エ
リ
ア
、

キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
エ
リ

ア
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
＆
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
計

５
つ
の
展
示
エ
リ
ア
を
構
成

す
る
予
定
。
　
出
展
募
集
は

２
月
22
日
か
ら
申
し
込
み
受

付
を
開
始
し
、
優
先
申
込
期

限
は
４
月
28
日
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

の
２
０
２
１
年
12
月
期
連
結

決
算
は
、
売
上
高
が
前
期
比

31
・
６
％
増
の
４
５
８
億
６

６
０
０
万
円
、
営
業
利
益
が

同
１
２
０
・
７
％
増
の
46
億

３
０
０
０
万
円
、
経
常
利
益

が
同
１
３
５
・
７
％
増
の
51

億
３
０
０
０
万
円
、
当
期
純

利
益
が
同
１
６
９
・
７
％
増

の
37
億
６
２
０
０
万
円
と
過

去
最
高
の
売
上
高
と
経
常
利

益
に
な
っ
た
。

　
三
菱
電
機
は
、
白
物
家
電

や
電
動
自
転
車
な
ど
の
省
エ

ネ
化
に
寄
与
す
る
小
容
量
イ

ン
バ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
使

用
さ
れ
る
パ
ワ
ー
半
導
体
駆

動
用
ド
ラ
イ
バ
ー
Ｉ
Ｃ
の
新

製
品
と
し
て
、
基
準
電
圧
か

ら
他
の
電
圧
を
作
り
出
す
ブ

ー
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
回
路
用
の

「
高
耐
圧
用
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｂ
Ｓ
Ｄ
）
機
能
内
蔵
６
０

０
Ｖ
耐
圧
ハ
ー
フ
ブ
リ
ッ
ジ

ド
ラ
イ
バ
ー
Ｉ
Ｃ
」
を
４
月

１
日
に
発
売
す
る
。
Ｂ
Ｓ
Ｄ

機
能
を
内
蔵
し
た
こ
と
で
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の

部
品
数
削
減
と
高
圧
配
線
面

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
は
、
低
価

格
と
充
実
し
た
機
能
を
備
え

た
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
を
対

象
と
し
た
世
界
初
の
ク
ラ
ウ

ド
型
リ
ア
ル
タ
イ
ム
防
犯
監

視
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
　
Ｍ
ａ
ｐ
　
Ｃ
ｌ

ｏ
ｕ
ｄ
」
を
、
ア
ジ
ア
市
場

（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

向
け
に
発
表
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
ッ
ド
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
工
場
、
倉
庫

な
ど
の
中
小
規
模
事
業
所
に

お
け
る
警
報
監
視
・
管
理
の

た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
を
、
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
で
簡
単
に
管
理
で
き
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環

境
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
が
あ

れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ

ス
で
き
、
高
価
な
業
務
用
遠

隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
購
入
、

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

定
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
要

な
た
め
、
コ
ス
ト
と
労
力
を

削
減
で
き
る
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
知
し

た
警
報
事
象
を
地
図
上
で
一

覧
表
示
し
、
い
つ
、
ど
こ
で

警
報
が
発
生
し
た
か
、
不
法

侵
入
や
空
き
巣
な
ど
事
象
の

種
類
の
詳
細
を
確
認
で
き

る
、
使
い
や
す
く
直
感
的
な

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
提
供

す
る
。
ま
た
、
従
来
に
比

べ
、
コ
ス
ト
削
減
の
ほ
か
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
効
率
化
に

貢
献
す
る
。
言
語
は
、
英

語
、
タ
イ
語
、
マ
レ
ー
語
な

ど
に
対
応
し
て
い
る
。

藤
沢
に
新
開
発
棟

新
生
産
棟
は
熊
本

荏
原
製
作
所

　
荏
原
製
作
所
は
、
藤
沢
事

業
所
（
神
奈
川
県
）
に
新
開

発
棟
（
仮
称
＝
Ｖ
８
棟
）
、

熊
本
事
業
所
（
熊
本
県
南
関

町
）
に
新
生
産
棟
（
仮
称
＝

Ｋ
３
棟
）
を
建
設
す
る
。

　
開
発
棟
は
、
建
築
面
積
約

４
３
０
０
平
方
㍍
で
、
２
０

２
２
年
10
月
に
着
工
し
、
竣

工
は
23
年
12
月
。

　
生
産
棟
は
、
建
築
面
積
約

１
万
４
５
０
０
平
方
㍍
で
、

23
年
７
月
に
着
工
し
、
竣
工

は
24
年
６
月
。
生
産
能
力
を

従
来
の
１
・
５
倍
以
上
に
拡

大
す
る
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
２

10
月
18
日
か　

　

ら

４
日
間

　

幕
張
メ
ッ
セ
で
リ
ア
ル
開
催 

オ
ン
ラ
イ

ン
併
催

買
収
し
、
完
全
子
会
社
化
す

る
。
３
月
23
日
ま
で
１
株
２

７
０
０
円
で
買
い
付
け
し
、

コ
ン
テ
ッ
ク
は
上
場
廃
止
に

な
る
予
定
。
ダ
イ
フ
ク
は
現

在
、
コ
ン
テ
ッ
ク
の
60
・
73

％
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る

が
、
残
り
の
全
株
式
を
取
得

す
る
と
取
得
額
は
約
70
億
円

に
な
る
見
込
み
。

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
１
９
７
５

年
４
月
、
ダ
イ
フ
ク
が
設
立

し
、
07
年
３
月
東
証
２
部
に

上
場
し
た
。
産
業
用
パ
ソ
コ

ン
、
ボ
ー
ド
パ
ソ
コ
ン
、
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製

品
、
パ
ソ
コ
ン
計
測
制
御
用

ボ
ー
ド
、
省
配
線
リ
モ
ー
ト

Ｉ
／
Ｏ
機
器
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

機
器
な
ど
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
製

品
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
医
療
・
介
護
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
製
品
を
開
発
・

製
造
・
販
売
し
て
い
る
。
ま

た
、
制
御
盤
、
制
御
モ
ジ
ュ

ー
ル
、
ワ
イ
ヤ
ハ
ー
ネ
ス
、

電
子
機
器
の
組
み
立
て
お
よ

び
基
板
実
装
等
の
制
御
機
器

製
品
の
製
造
、
販
売
も
行
っ

て
い
る
。
21
年
３
月
期
の
売

上
高
は
２
７
４
億
３
９
０
０

万
円
、
営
業
利
益
16
億
５
６

０
０
万
円
。

コ
ン
テ
ッ
ク
を
Ｔ
Ｏ
Ｂ

70
億
円
で
完
全
子
会
社
化

ダイフク

　
事
業
別
で
は
、
オ
プ
テ
ッ

ク
ス
の
Ｓ
Ｓ
（
防
犯
・
自
動

ド
ア
）
事
業
が
同
15
・
９
％

増
の
２
０
１
億
６
４
０
０
万

円
、
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ

エ
ー
の
Ｆ
Ａ
事
業
が
同
32
・

９
％
増
の
97
億
１
１
０
０
万

円
、
シ
ー
シ
ー
エ
ス
の
Ｍ
Ｖ

Ｌ
（
マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
照

明
）
事
業
が
同
23
・
８
％
増

の
１
１
３
億
６
４
０
０
万

円
、
今
期
か
ら
連
結
に
加
わ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
が
同
60
・
５
％

増
の
７
億
５
６
０
０
万
円
。

　
Ｆ
Ａ
事
業
は
、
国
内
で
食

品
業
界
向
け
、
お
よ
び
電
子

・
半
導
体
関
連
投
資
向
け
の

販
売
が
好
調
に
推
移
。
欧
州

向
け
も
提
携
し
て
い
る
ジ
ッ

ク
社
向
け
変
位
セ
ン
サ
の
販

売
が
伸
長
し
た
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
で
は
中
国
で
半
導
体
・

電
子
部
品
・
２
次
電
池
な
ど

の
旺
盛
な
設
備
投
資
需
要
で

変
位
セ
ン
サ
な
ど
の
販
売
が

大
き
く
伸
び
た
。

　
Ｍ
Ｖ
Ｌ
事
業
は
、
国
内
で

半
導
体
・
電
子
・
電
機
関

連
、
北
米
で
医
療
業
界
と
半

導
体
関
連
、
中
国
で
半
導
体

関
連
、
欧
州
で
フ
ラ
ン
ス
の

販
売
会
社
の
売
り
上
げ
が
伸

長
し
た
。
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・

エ
フ
エ
ー
、
シ
ー
シ
ー
エ

ス
、
サ
ン
リ
ツ
オ
ー
ト
メ
イ

シ
ョ
ン
の
３
社
を
合
わ
せ
た

Ｉ
Ａ
事
業
の
売
上
高
は
同
48

・
０
％
増
の
２
４
４
億
９
０

０
万
円
、
営
業
利
益
は
同
１

４
８
・
６
％
増
の
27
億
円
。

　
22
年
12
月
期
は
、
新
た
に

ミ
ツ
テ
ッ
ク
が
連
結
に
加
わ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
売
上
高

が
前
期
比
15
・
６
％
増
の
５

３
０
億
円
、
営
業
利
益
が
同

29
・
６
％
増
の
60
億
円
、
経

常
利
益
が
同
18
・
９
％
増
の

61
億
円
、
当
期
純
利
益
が
同

22
・
３
％
増
の
46
億
円
を
予

想
し
て
い
る
。

積
の
削
減
に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｄ
機
能
を
同

社
独
自
の
高
耐
圧
Ｍ
Ｏ
Ｓ
構

造
で
実
現
し
た
こ
と
に
よ

り
、
充
電
動
作
時
に
発
生
す

る
リ
ー
ク
電
流
を
抑
制
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
時
の
誤
動
作

の
原
因
と
な
る
寄
生
素
子
が

形
成
さ
れ
な
い
高
耐
圧
Ｍ
Ｏ

Ｓ
構
造
の
採
用
で
、
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
時
の
ノ
イ
ズ
に
よ
る

ラ
ッ
チ
ア
ッ
プ
誤
動
作
を
抑

制
す
る
。

　
ダ
イ
フ
ク
は
、
連
結
子
会

社
の
コ
ン
テ
ッ
ク
を
Ｔ
Ｏ
Ｂ

（
株
式
公
開
買
い
付
け
）
で

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
Ｇ　

21
年
12
月
期

過
去
最
高
の
売
上
、経
常
益

　

Ｆ
Ａ
97
億
円 

Ｍ
Ｌ
Ｖ
113
億

持続可能性へ貢献 明確化
「環境に影響」８割超

三
菱
電
機　

パ
ワ
ー
半
導
体
駆
動
用
ド
ラ
イ
バ
ー
Ｉ
Ｃ

　

Ｂ
Ｓ
Ｄ
機
能
内
蔵 

部
品
数
削
減



（3）　　　２０２２年（令和４年）２月２３日

ラ
イ
ン
を
短
く
す
れ
ば
、

品
質
は
上
り
、コ
ス
ト
は
下
が
る
。

理
想
的
な

設
備
ラ
イ
ン

急所53

ね
。

　
ラ
イ
ン
は
短
い
ほ
ど
管
理

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
楽
に
な

る
し
、
そ
こ
で
働
く
人
も
移

動
が
減
り
楽
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
照
明
や
運
搬
、

空
調
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
す
べ

て
に
お
い
て
有
利
に
な
る
の

で
す
か
ら
、
一
度
設
置
し
た

　
工
場
見
学
を
し
て
い
る

と
、
時
々
変
な
形
の
レ
イ
ア

ウ
ト
の
現
場
に
出
会
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
離
れ
て
い
る

設
備
で
あ
っ
て
も
、
動
か
せ

な
い
も
の
と
あ
き
ら
め
ず

に
、
ラ
イ
ン
短
縮
や
シ
ン
プ

ル
化
を
実
行
す
れ
ば
、
必
ず

品
質
は
上
り
コ
ス
ト
は
下
が

り
ま
す
。

　
設
備
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

は
大
変
な
労
力
が
か
か
る
の

で
す
が
、
そ
れ
も
み
ん
な
の

総
力
を
結
集
し
て
一
気
に
実

現
で
き
て
し
ま
う
と
い
っ
た

力
も
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
時

代
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
不
便
さ
が
、
一

瞬
で
解
決
し
、
そ
の
後
ず
っ

と
楽
な
生
産
が
で
き
る
の
で

す
か
ら
。

工
程
の
間
を
無
理
や
り
長
い

ロ
ー
ラ
ー
設
備
で
つ
な
い
で

い
た
り
、
変
な
位
置
に
あ
る

機
械
に
橋
渡
し
す
る
た
め
に

コ
ン
ベ
ア
が
蛇
行
し
て
つ
な

が
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は

ほ
ん
の
少
し
だ
け
離
れ
て
い

る
の
で
わ
ざ
わ
ざ
運
搬
道
具

を
使
っ
て
運
ん
で
い
る
と
い

っ
た
こ
と
で
す
。

　
ナ
ゼ
こ
う
い
う
レ
イ
ア
ウ

ト
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
思

議
に
思
っ
て
伺
う
と
、
設
備

が
先
に
設
置
さ
れ
て
そ
の
後

に
工
程
間
を
つ
な
ご
う
と
し

た
た
め
、
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
多
い
の
で
す
。
や
は
り

設
備
を
単
体
で
考
え
な
い
で

工
程
全
体
の
流
れ
で
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め

て
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
同

様
に
工
程
と
工
程
を
ど
う
つ

な
ぐ
か
な
ど
も
考
え
ま
す
。

可
能
な
限
り
工
程
順
番
通
り

に
設
備
が
並
ん
で
い
て
直
線

で
距
離
が
短
く
な
る
よ
う
に

配
置
す
る
の
が
理
想
的
で
す

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

浜
松
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス 

拡
大

ヤ
マ
ハ

生
産
能
力
を
倍
に

　
ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、
表
面

実
装
機
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
・
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
る
浜
松
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
事
業
所
の
生
産
能
力
を
拡

大
す
る
。
２
０
２
３
年
１
月

に
着
工
し
、
24
年
６
月
に
完

了
す
る
予
定
＝
写
真
。

　
完
成
後
は
、
延
べ
床
面
積

が
現
在
の
１
・
６
倍
と
な
る

８
万
２
０
０
０
平
方
㍍
と
な

り
、
生
産
面
積
も
１
・
８
倍

に
拡
張
。
表
面
実
装
機
の
生

産
能
力
は
２
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
ほ
か
、
開
発
エ
リ
ア

と
評
価
・
実
験
室
の
環
境
整

備
に
よ
っ
て
製
品
開
発
力
を

強
化
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

の
設
置
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
対
応
も
行
う
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

生
産
技
術
部
門
に
最
適

３
Ｄ
デ
ー
タ
活
用
後
押
し

フ
ォ
ト
ロ
ン「
３
Ｄ　

Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
」

　
フ
ォ
ト
ロ
ン
は
、
生
産
技
術
部
門
の
利
用
に
最
適
化
し
た
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
『
Ｓ
Ｑ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
』
を
発
売
し
た
。
生
産
技
術
部
門
が
製
造
技
術
部
門
へ
情
報
伝

達
を
す
る
際
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
行
う
こ
と
に
適
し
た
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
お
け
る
３
Ｄ
デ

ー
タ
活
用
は
、
上
流
工
程
の

製
品
設
計
部
門
で
は
標
準
的

に
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て

設
計
し
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
流

通
・
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

下
流
工
程
の
生
産
技
術
部
門

で
は
主
に
２
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
同
社

で
は
そ
の
理
由
を
、
生
産
技

術
部
門
で
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
使

用
目
的
は
、

製
造
担
当
者

へ
の
作
業
内

容
の
説
明
や

治
具
設
計
を

外
注
す
る
際

の
説
明
と
い

っ
た
情
報
伝

達
に
重
き
が

置
か
れ
、
そ

の
た
め
の
コ

ン
テ
ン
ツ
作

成
に
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
使
っ
て
い
る
と
認
識
。
従

来
の
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
そ

う
し
た
利
用
で
は
時
間
が
か

か
っ
て
非
効
率
で
あ
り
、
３

Ｄ
デ
ー
タ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
に
Ｃ
Ｇ
モ
デ
ラ
を
使
う
と

設
計
デ
ー
タ
が
流
用
で
き
な

か
っ
た
り
、
正
確
に
変
換
さ

れ
な
か
っ
た
り
で
、
余
計
な

工
数
と
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、
デ

ジ
タ
ル
製
造
支
援
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
生

産
技
術
部
門
が
情
報
伝
達
に

必
要
な
モ
デ
ル
を
い
か
に
簡

単
に
作
成
す
る
か
を
追
求
し

た
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
し
て
開

発
。
デ
ー
タ
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

タ
「
３
Ｄ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｏ

Ｐ
」
を
標
準
搭
載
し
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ａ
、
Ｎ
Ｘ
、
Ｃ
ｒ
ｅ

ｏ
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｓ
、
Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｒ
な

ど
の
主
要
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

30
種
類
以
上
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ー
タ
に
対
応
。
製
品
デ
ー

タ
を
元
に
し
た
治
具
設
計

や
、
装
置
メ
ー
カ
ー
か
ら
受

け
取
っ
た
３
Ｄ
デ
ー
タ
で
レ

イ
ア
ウ
ト
検
討
と
い
っ
た
、

３
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
の
ベ
ー

ス
を
構
築
で
き
る
。

　
ま
た
操
作
履
歴
や
寸
法
拘

束
な
ど
設
計
業
務
で
使
わ
れ

て
い
る
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
特
有

の
機
能
を
取
り
除
き
、
情
報

伝
達
の
た
め
の
モ
デ
リ
ン
グ

に
最
適
化
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト

モ
デ
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い

る
。
既
存
の
２
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ
ー
タ
か
ら
３
Ｄ
モ
デ
ル
を

作
成
し
た
り
、
外
部
か
ら
入

手
し
た
３
Ｄ
デ
ー
タ
も
自
由

に
編
集
で
き
、
ス
ピ
ー
ド
モ

デ
リ
ン
グ
を
可
能
に
し
て
い

る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
３
Ｄ
デ
ー
タ
に
含

ま
れ
て
い
る
材
料
や
強
度
等

の
属
性
情
報
の
取
り
込
み
か

ら
編
集
も
可
能
。
よ
く
使
う

部
品
を
お
気
に
入
り
登
録
し

て
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
作
成
し
、

直
接
呼
び
出
し
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
一
部
の
機

械
部
品
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
図
脳
ク
ラ
ブ
」
で
無
償
配

布
を
予
定
し
て
い
る
。

装
置
や
治
具
の
モ
デ
リ
ン
グ

の
際
に
干
渉
の
有
無
を
表
示

で
き
る
動
的
干
渉
表
示
や
、

金
型
作
成
時
に
必
要
な
抜
き

勾
配
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
備

え
て
い
る
。

同
製
品
発
売
に
と
も
な
い
、

３
Ｄ
　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
生
成
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
「
３
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
　
Ｒ

ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
Ｇ
ｅ
ｎ
」
と
セ

ッ
ト
導
入
す
る
こ
と
で
30
％

割
引
と
な
る
記
念
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
６
月
末
ま
で
実
施
し

て
い
る
。

チ
ト
セ
の
ト
レ
イ
洗
浄
ロ
ボ

埼
玉
医
大
病
院
が
導
入

洗
い
場
の
ワ
ン
オ
ペ
化
に
貢
献

　
埼
玉
医
科
大
学
病
院
で

は
、
チ
ト
セ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

の
厨
房
の
ト
レ
イ
洗
浄
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
「
ｃ
ｒ
ｅ
ｗ

ｂ
ｏ
ト
レ
イ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
」
を
導
入
し
、
毎
日
約
１

８
０
０
食
分
の
ト
レ
イ
洗
浄

を
行
い
、
洗
い
場
の
ワ
ン
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
に
貢
献
し

て
い
る
＝
写
真
。

　
同
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

は
、
厨
房
の
洗
い
場
で
病
院

食
の
ト
レ
イ
や
、
社
員
食

堂
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
で
使

わ
れ
る
食
事
の
ト
レ
イ
を
洗

浄
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
１
枚
７

０
０
グ
ラ
ム
あ
る
ト
レ
イ
を

毎
日
４
時
間
か
け
て
洗
っ
て

い
る
人
手
で
の
ト
レ
イ
洗
浄

を
自
動
化
し
、
１
分
間
で
25

枚
の
ト
レ
イ
を
洗
浄
で
き
、

人
間
の
１
・
５
倍
の
効
率

化
。
周
辺
環
境
を
自
ら
認
識

し
て
動
き
を
制
御
す
る
知
能

化
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
、

１
台
で
作
業
可
能
。
ま
た
設

置
に
は
ア
ン
カ
ー
内
が
い
ら

ず
、
工
事
不
要
で
簡
単
に
設

置
で
き
る
。

　
チ
ト
セ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
開
発
を
得
意
と
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
提
供

を
行
な
っ
て
い
る
。
画
像
処

理
と
精
密
制
御
技
術
を
使
っ

た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ビ
ジ
ュ
ア

ル
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
を

得
意
と
し
、
食
品
製
造
、
物

流
配
送
向
け
の
自
動
化
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
「
ｃ

ｒ
ｅ
ｗ
ｂ
ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
る
。
「
ｃ
ｒ
ｅ

ｗ
ｂ
ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
活
用
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
、
現
場
の
視
察
、
運
用
手

順
の
策
定
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
搬

入
設
置
、
現
場
教
育
ま
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
た
め
の
す

べ
て
を
一
気
通
貫
で
提
供
し

て
い
る
。

Ａ
Ｉ
が
部
品
品
質
管
理

量
産
ラ
イ
ン
で
本
格
稼
働

　
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
と
富
士
通

は
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
群
馬
製

作
所
大
泉
工
場
（
邑
楽
郡
大

泉
町
）
で
エ
ン
ジ
ン
部
品
加

工
工
程
に
お
け
る
研
削
加
工

の
品
質
を
高
精
度
に
判
定
す

る
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
と
、
製
造
現

場
で
の
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
管
理

を
支
援
す
る
富
士
通
の
「
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
現
場
品
質
Ａ

Ｉ
」
の
本
格
稼
働
を
開
始
し

た
。

　
両
社
は
エ
ン
ジ
ン
の
カ
ム

シ
ャ
フ
ト
研
削
加
工
工
程
の

品
質
保
証
に
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を

活
用
す
る
実
証
実
験
と
、
量

産
運
用
を
想
定
し
た
「
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
現
場
品
質
Ａ

Ｉ
」
の
開
発
・
実
証
を
実
施

し
、
複
数
の
設
備
に
組
み
込

ま
れ
た
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
稼
働
監
視
、
長

期
的
な
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
品
質

維
持
の
実
現
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

で
加
工
中
の
全
カ
ム
シ
ャ
フ

ト
の
品
質
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

推
測
を
確
認
し
、
本
格
稼
働

に
い
た
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
全
カ
ム
シ
ャ

フ
ト
の
研
削
加
工
時
の
品
質

保
証
を
高
精
度
・
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
実
現
し
、
従
来
の
抜

き
取
り
検
査
に
比
べ
て
品
質

保
証
レ
ベ
ル
を
向
上
。
Ａ
Ｉ

モ
デ
ル
の
一
元
管
理
や
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
管
理
に
よ
っ
て

効
率
的
な
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
運

用
や
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
品
質

を
継
続
的
に
維
持
し
た
運
用

を
実
現
し
た
。
ま
た
、
大
泉

工
場
を
は
じ
め
と
し
た
群
馬

製
作
所
全
体
で
の
プ
ロ
セ
ス

監
視
を
行
い
、
専
門
性
の
高

い
Ａ
Ｉ
の
技
術
者
で
な
く
と

も
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
現
場
適
用

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

生
産
工
場
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
実
現
し
て
い
る
。

工
作
機
械
の
稼
働
情
報
収
集

Ｃ
Ｎ
Ｃ
装
置
向
け

プ
ロ
ト
コ
ル
コ
ン
バ
ー
タ

有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
モ
デ
ル

サイレックス
　
サ
イ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機

械
向
け
プ
ロ
ト
コ
ル
コ
ン
バ

ー
タ
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
モ
デ
ル

「
Ｆ
Ｂ
Ｒ
―
１
０
０
」
を
３

月
22
日
か
ら
発
売
す
る
。
工

作
機
械
の
稼
働
情
報
を
収
集

し
、
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
っ
て

上
位
シ
ス
テ
ム
に
転
送
し
、

工
場
の
稼
働
率
と
製
品
品
質

の
向
上
の
実
現
に
つ
な
げ

る
。

　
同
製
品
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
装
置

と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
接
続
し
て

工
作
機
械
の
稼
働
情
報
を
収

集
す
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
や
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
Ａ
／
ｕ
ｍ

ａ
ｔ
ｉ
通
信
に
対
応
し
た
上

位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｐ

通
信
を
使
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
Ｈ

Ｍ
Ｉ
へ
の
稼
働
情
報
の
転
送

が
単
体
で
可
能
。
フ
ァ
ナ
ッ

ク
や
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
製
Ｃ
Ｎ

Ｃ
装
置
、
そ
れ
ら
を
搭
載
し

た
工
作
機
械
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
通
信
機
能

の
な
い
旧
型
機
械
と
の
通
信

に
対
し
て
も
、
Ｒ
Ｓ
―
２
３

２
Ｃ
シ
リ
ア
ル
（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｎ

Ｔ
）
で
対
応
可
能
。
日
本
、

米
国
・
カ
ナ
ダ
、
欧
州
・
英

国
の
製
品
認
可
に
対
応
し
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
対
応

も
予
定
し
て
い
る
。

　
コ
グ
ネ
ッ
ク
ス
は
、
業
界

最
小
ク
ラ
ス
の
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
「
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
Ｍ
ａ
ｎ
２
８

０
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
高
精
度
の
読
み
取
り
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
搭
載
し
、
自
動

車
や
医
療
機
器
用
部
品
、
飲

料
用
ボ
ト
ル
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
パ
レ
ッ
ト
の
コ
ー
ド
読

み
取
り
な
ど
高
速
な
生
産
ラ

イ
ン
に
も
対
応
。
難
読
コ
ー

ド
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　
オ
ム
ロ
ン

は
、
Ｉ
―
Ｗ
ｅ

ｂ
メ
ン
バ
ー
ズ

限
定
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
商
品

情
報
ペ
ー
ジ
で

相
談
員
と
チ
ャ

ッ
ト
で
相
談
で

き
る
「
技
術
相

談
チ
ャ
ッ
ト
」

を
開
始
し
た
。

　
商
品
詳
細
ペ

ー
ジ
で
、
商
品

の
操
作
方
法
や

仕
様
詳
細
、
生

産
終
了
品
の
代
替
品
な
ど
の

不
明
点
が
あ
っ
た
際
、
チ
ャ

ッ
ト
で
質
問
を
す
る
と
お
客

さ
ま
相
談
室
の
相
談
員
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
対
応
す
る
。

技
術
相
談
チ
ャ
ッ
ト
で
は
、

写
真
や
文
書
を
共
有
で
き
、

相
談
員
と
内
容
を
確
認
し
あ

い
な
が
ら
の
Ｑ
＆
Ａ
が
で
き

る
ほ
か
、
文
字
情
報
で
確
実

に
伝
わ
り
、
聞
き
間
違
い
が

な
い
。
チ
ャ
ッ
ト
の
内
容
は

メ
ー
ル
で
届
き
、
メ
モ
し
忘

れ
や
紛
失
の
恐
れ
が
な
く
、

相
談
内
容
を
後
か
ら
振
り
返

っ
た
り
共
有
も
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
技
術
相
談
チ
ャ
ッ
ト
の
受

付
時
間
は
、
平
日
９
時
〜
12

時
、
13
時
か
ら
17
時
ま
で
。

土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
休

業
日
は
除
く
。

業界最小のコードリーダ
コグネックス

技術相談チャット 有人で
オムロン

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

富
士
通

部品ライブラリ画面

ＳＱ　ＣＡＤ操作画面
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重
要
性
高
ま
る

配
線
接
続
機
器

通
信
、自
動
車
、産
業
機
械
中
心
に
伸
長

進む自動化 人手不足でニーズ拡大
　
配
線
接
続
機
器
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
情

報
通
信
市
場
、
自
動
車
の
自
動
運
転
で
注
目
さ
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
関
連
市
場
、
無
人
化
・

自
動
化
が
進
む
製
造
業
な
ど
を
中
心
に
需
要
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
か
ら
だ
。
加
え

て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
中
国
や
米
国
を
中
心
に
急
速
な
景
気
回
復
で
需
要
が
拡
大
し
た
結

果
、
品
不
足
と
素
材
価
格
の
高
騰
が
加
わ
り
、
未
曽
有
と
も
い
え
る
状
況
が
生
じ
て
い

る
。
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
に
代
表
さ
れ
る
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を

つ
な
い
で
電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
用
途
も
微
少

電
流
か
ら
高
容
量
電
流
ま
で
幅
広
い
。
昨
今
の
人
手
不
足
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

も
あ
り
、
作
業
性
の
向
上
、
省
人
化
対
応
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
な
ぐ
技
術
と
省
力
化
の
２
つ
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
配
線
接
続
機
器
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
り
そ
う
だ
。

　
端
子
台
に
配
線
接
続
方
法
は
、
日
本
で
主
流

に
な
っ
て
い
る
ね
じ
式
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ

て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ

式
（
ね
じ
レ
ス
式
）
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
方

式
が
あ
る
。
ま
だ
ね
じ
式
の
採
用
が
多
い
も
の

の
、
人
手
不
足
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化

対
策
と
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
が
増
え

て
い
る
。

　
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い

る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多
い

用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続
信
頼

性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だ
。
ス
プ

リ
ン
グ
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で
配

線
作
業
が
完
了
し
、
ネ
ジ
締
め
作
業
や
締
め
る

加
減
も
不
要
な
ど
、
省
力
化
効
果
は
大
き
い
。

ま
だ
配
線
作
業
が
不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て

も
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作

業
者
で
な
く
て
も
配
線
技
術
習
得
に
時
間
が
か

か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
振
動
で
の
配
線
の

緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る
心
配
も
使

用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭
さ
れ
、
採
用
加

速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
式
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
接
続

方
法
に
は
多
少
違
い
が
あ
る
。
配
線
工
具
を
使

用
す
る
方
法
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
工
具
不

要
の
方
法
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
配
線
ケ
ー

ブ
ル
の
先
に
フ
ェ
ル
ー
ル
を
装
着
し
た
方
法
か

ら
、
フ
ェ
ル
ー
ル
な
し
で
被
覆
し
た
ケ
ー
ブ
ル

を
そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
方
法
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
配
線
が
き
ち

ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表

示
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
作
業
ミ
ス
な
ど
接
続

不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

　
従
来
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
は
制
御
用
や
小
電
力

用
を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
数

年
、
電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ
ー
カ
ー
に
加

え
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源

な
ど
、
従
来
は
ネ
ジ
式
接
続
が
使
用
さ
れ
て
い

た
機
器
で
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
採
用
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
電
流
用
で
の
ス

プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
急
速

に
拡
充
し
て
い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／
３
０
０
Ａ

の
高
圧
・
高
電
流
の
動
力
・
電
源
用
途
に
対
応

し
た
り
、
電
線
径
２
０
０
㎟
と
い
う
太
線
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
裸
の
電

線
接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端
子
台
（
丸

端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る
と
い
う
習

慣
が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接

続
信
頼
性
へ
の
評
価
の
高
ま
り
に
加
え
、
人
手

不
足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に
な
る
こ
と

で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
の

優
位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場
に
大

き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は
公
共

建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ネ
ジ
式
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が
徐
々
に
見

直
さ
れ
る
流
れ
に
あ
り
、
早
晩
こ
の
分
野
で
も

普
及
が
進
み
そ
う
だ
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に

外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た

め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給

電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失

の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー

ネ
ス
化
に
よ
る
組
立
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う
効
果

も
見
込
め
る
。

　
最
近
発
売
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台

と
し
て
、
配
線
を
端
子
側
面
か
ら
挿
入
す
る
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
端
子
台
で
、
設
置
高
さ
方
向
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
の
な
い
場
合
で
も
配
線
が
容
易

に
行
え
る
。
丸
端
な
ど
の
ネ
ジ
式
配
線
接
続
式

と
方
向
が
同
じ
の
た
め
、
ネ
ジ
式
端
子
台
か
ら

の
切
り
替
え
も
進
め
や
す
く
、
側
面
配
線
の
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
ま
で
の
配
線
曲
げ
も
不

要
に
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
が
、
配

線
方
式
に
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
採
用
し
て
配
線

工
数
と
端
子
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
取
り
外
し
可
能
な
足
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
縦
横
兼
用
で
使
用
で
き
る
コ
ネ
ク
タ
端
子

台
だ
。
足
を
外
し
た
場
合
は
縦
向
き
に
、
足
を

付
け
た
ま
ま
の
場
合
は
横
向
け
に
と
、
１
台
で

縦
向
き
・
横
向
き
の
両
方
に
対
応
可
能
に
な

る
。
在
庫
を
削
減
で
き
、
盤
の
小
型
化
に
も
貢

献
す
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
や
制
御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出
す
多
数
の

ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ
ト
類
を
集
約

し
、
専
用
工
具
不
要
で
簡
単
に
組
み
立
て
が
で

き
る
も
の
。
コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
付
い
た

状
態
の
ケ
ー
ブ
ル
を
、
分
割
式
フ
レ
ー
ム
と
分

割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ロ
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
素
早
く
簡
単
に
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
護
等
級
も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対
応

で
き
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、
鉄
道
、
建
機
な
ど
に
加

え
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や
医
薬

製
造
機
械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民

生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の

裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
通
信
、
車
載
な
ど
、
今

後
急
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
市
場
も
多
い
。
社
会

生
活
や
産
業
を
下
支
え
す
る
大
き
な
役
割
を
小

さ
な
部
品
が
果
た
し
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
増
え
る

　
２
０
２
０
年
、
21
年
の
２
年
間
に
わ
た
っ
て

続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
依
然
終
息
の
先

行
き
が
見
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
20

年
と
21
年
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
20
年

は
感
染
拡
大
に
伴
う
経
済
活
動
が
あ
ら
ゆ
る
面

で
制
約
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
産
、
消
費
と
も
大

き
く
落
ち
込
み
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
21
年
は
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
数
は
依
然
多
い
も
の
の
、
対
応
策
も
進

み
、
飲
食
や
交
通
、
旅
行
な
ど
第
３
次
産
業
で

影
響
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
第
２
次
産
業
を

中
心
に
大
き
く
回
復
を
見
せ
て
い
る
。
米
中
の

貿
易
摩
擦
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い

品
不
足
に
陥
っ
て
い
る
半
導
体
は
、
自
動
車
向

け
の
急
速
な
電
子
制
御
需
要
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
自

動
車
の
新
し
い
領
域
へ
の
展
開
は
半
導
体
無
し

で
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
取
り
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
半
導
体
の
需
要
は
自
動
車
に
加

え
、
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
情
報

通
信
機
器
の
急
速
な
普
及
も
大
き
な
要
因
。
皮

肉
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
な
ど
の
活
用
が
定
着
し
た
こ
と
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
が
加
速
し
、
学
校

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
投
資
、
巣
ご
も
り
に
よ

る
ゲ
ー
ム
市
場
の
拡
大
な
ど
も
顕
著
だ
。
こ
れ

を
支
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
需
要
増
や

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
も
半
導
体
需
要
を

大
き
く
け
ん
引
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
工
場
の
生
産
方
法
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
人
の
介
在

し
な
い
よ
う
な
生
産
方
法
を
思
考
し
始
め
て
い

る
。
遠
隔
監
視
や
遠
隔
制
御
な
ど
が
代
表
的
な

取
り
組
み
だ
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人

労
働
者
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
も

人
手
不
足
気
味
で
あ
っ
た
製
造
業
や
建
設
、
サ

ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は
農
業
で
も
一
層
の
自
動
化

投
資
や
省
人
化
投
資
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
自
動
化
投
資
で
は
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
省
人
化
や
遠

隔
監
視
な
ど
少
な
い
人
数
で
作
業
性
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

配
線
接
続
器
機
器
で
は
、
省
配
線
化
や
省
工
数

に
つ
な
が
る
製
品
へ
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
う
ち
、
端
子
台
は
小
型
・

省
ス
ペ
ー
ス
化
に
加
え
、
配
線
工
数
の
削
減
と

Ｄ
Ｃ
（
直
流
）
の
高
耐
圧
化
な
ど
を
目
指
し
た

開
発
が
著
し
い
。
端
子
台
の
配
線
作
業
の
省
力

化
ニ
ー
ズ
は
人
手
不
足
も
加
わ
り
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
従
来
は
、
微
少
電
流
の
電
子
機

器
用
途
で
の
採
用
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
電

力
の
送
配
電
、
ビ
ル
制
御
な
ど
の
高
電
流
用
途

で
も
採
用
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

る
こ
と
も
あ
り
、
欧
米
、
中
国
な
ど
海
外
市
場

の
需
要
が
急
速
に
回
復
し
て
、
市
場
を
け
ん
引

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
急
速
な
需
要
回
復
の
結

果
、
納
期
遅
延
や
原
材
料
の
高
騰
、
物
流
網
の

混
乱
な
ど
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
半

導
体
の
不
足
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
配
線
接
続
機
器
の
材
料
と
な
る
樹
脂
、
金

属
、
銅
な
ど
も
不
足
気
味
で
、
価
格
も
上
昇
し

て
い
る
。
材
料
不
足
で
生
産
が
追
い
つ
か
な
い

結
果
、
受
注
だ
け
が
膨
ら
み
続
け
て
お
り
、
依

然
解
消
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
機
械
・
装

置
を
裏
か
ら
支
え
る
部
品
だ
け
に
、
そ
の
影
響

は
大
き
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
複
雑
に
絡
ん
だ
納
期
問

題
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
急
速
な

情
報
化
の
進
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
大
き
な



（5）　　　２０２２年（令和４年）２月２３日

配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

ま
ま
で
、
端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側

を
分
離
で
き
る
も
の
で
、
盤
間
の
配
線

作
業
時
間
を
短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場

所
で
配
線
作
業
時
に
お
い
て
、
誤
配
線

を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置
間
の
配
線
接

続
、
お
よ
び
取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

め
、
配
線
作
業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷
す
る
前
に
工

場
で
電
気
検
査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子
台
は
、
電
線
を
接
続
し
た

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
定
格
絶
縁
電
圧
は
６

０
０
Ｖ
30
Ａ
・
40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応
品

も
開
発
す
る
予
定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

配
線
や
収
納
が
同
方
向
に
可
能

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

レバー式ワンタッチコネクタ
直列式結線「221-2411」

　
従
来
製
品
は
、
結
線
方
向
が
１
方
向

で
あ
る
た
め
、
配
線
作
業
や
収
納
方
法

の
点
か
ら
電
線
と
同
じ
直
列
方
向
で
の

中
継
が
で
き
る
製
品
へ
の
要
望
が
多
か

っ
た
。
結
線
方
法
は
従
来
品
と
同
じ

く
、
電
線
被
覆
を
む
き
出
す
だ
け
で
レ

バ
ー
操
作
に
よ
り
簡
単
に
結
線
・
離
線

が
繰
り
返
し
行
え
る
。

　
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
　
Ｓ
ス
プ
リ

ン
グ
に
よ
り
結
線
後
は
振
動
に
も
強
く

緩
ま
な
い
。
圧
着
端
子
や
絶
縁
テ
ー
プ

巻
き
は
不
要
で
大
幅
な
省
力
化
が
可

能
。

　
適
合
電
線
は
０
・
２
〜
４
㎟
（
単

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
好
評
の
レ
バ
ー

式
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
の
新
製
品
と

し
て
、
直
列
（
イ
ン
ラ
イ
ン
）
式
結
線

の
「
２
２
１
―
２
４
１
１
」
を
追
加
し

順
次
発
売
す
る
。

線
、
可
と
う
よ
り
線
）
０
・
２
〜
２
・

５
㎟
（
Ｉ
Ｖ
７
本
よ
り
線
）
と
幅
広

く
、
定
格
32
Ａ
／
４
５
０
Ｖ
の
大
容
量

で
信
号
線
か
ら
電
源
線
ま
で
あ
ら
ゆ
る

用
途
に
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
コ
ネ
ク

タ
を
複
数
連
結
し
た
り
、
パ
ネ
ル
面
な

ど
に
固
定
す
る
た
め
の
ア
ダ
プ
タ
も
ア

ク
セ
サ
リ
と
し
て
用
意
し
て
い
る
。
こ

の
ア
ダ
プ
タ
は
１
〜
５
個
用
を
取
り
ぞ

ろ
え
、
相
互
に
連
結
可
能
。
電
線
引
き

止
め
用
の
結
束
バ
ン
ド
を
固
定
で
き
る

ス
ト
レ
ー
ン
リ
リ
ー
フ
付
き
も
あ
る
。

固
定
方
法
は
ネ
ジ
止
め
、
ス
ナ
ッ
プ
イ

ン
取
付
け
足
付
き
が
選
べ
る
ほ
か
Ｄ
Ｉ

Ｎ
レ
ー
ル
用
ア
ダ
プ
タ
も
用
意
し
て
お

り
、
用
途
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

付
け
が
可
能
。

あ
ら
ゆ
る
手
間
を
ス
ッ
キ
リ
解
決

フエニックス・コンタクト

　https://ptfix.phoenix-contact.jp/

コモン端子台
「ＰＴＦＩＸシリーズ」

台
「
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
の
採
用

が
昨
今
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

　
開
梱
し
て
接
続
す
る
だ
け
で
分
岐
す

る
こ
と
が
で
き
、
ね
じ
式
を
使
用
し
て

い
る
ユ
ー
ザ
ー
に
も
好
評
で
、
大
幅
な

作
業
工
数
の
削
減
と
小
型
化
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
取
付
け
方
法
は
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
取
付

け
（
横
向
き
、
縦
向
き
）
、
直
付
け
が

選
択
可
能
で
、
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

取
り
付
け
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
カ

ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
12
種
類
、
さ

ら
に
極
数
も
２
、
４
、
６
、
12
、
18
極

か
ら
選
択
で
き
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
ア

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
の
Ｐ

ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
式
接
続
の
コ
モ
ン
端
子

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
応
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
の
電

線
適
合
断
面
積
は
、
１
・
５
㎟
、
２
・

５
㎟
、
４
㎟
、
10
㎟
と
幅
広
く
取
り
揃

え
て
お
り
、
２
０
２
１
年
に
は
ヒ
ュ
ー

ズ
や
抵
抗
な
ど
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
が

使
用
可
能
な
タ
イ
プ
や
簡
単
に
断
路
が

可
能
な
タ
イ
プ
が
新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
と
し
て
追
加
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
で
は
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
の
メ

リ
ッ
ト
や
採
用
事
例
が
写
真
や
動
画
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
サ
ン
プ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り
、
ウ
ェ

ブ
で
簡
単
に
依
頼
で
き
る
点
が
好
評

で
、
期
間
を
延
長
し
て
引
き
続
き
サ
ン

プ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

独
自
の
金
属
超
音
波
接
合
を
駆
使

オータックス

https://www.otax.co.jp/

各種端子台

信
機
器
、
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機
器

向
け
に
40
年
以
上
に
わ
た
り
製
造
・
販

売
を
し
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、
エ
ア
コ

ン
市
場
向
け
に
販
売
。
現
在
は
独
自
の

「
金
属
超
音
波
接
合
」
を
用

い
、
端
子
台
に
ハ
ー
ネ
ス
加
工

ま
で
施
す
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
で
は
２
０

２
０
年
７
月
に
富
士
通
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
よ
り
コ
ネ
ク
タ
事
業

の
一
部
を
事
業
譲
受
し
た
。
Ｆ

Ａ
分
野
を
中
心
と
し
た
産
業
機

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

器
向
け
の
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
す
る
こ
と

で
既
存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端
子
台
事
業
と

の
総
合
的
な
商
品
提
案
力
を
強
化
し
売

上
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
中
国
広
東
省
江
門
市
の
新

工
場
で
あ
る
鶴
山
工
場
が
、
20
年
２
月

か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。
鶴
山
工
場

は
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
全
工
場
の
中
で

最
大
規
模
の
工
場
で
、
土
地
面
積
６
万

８
５
９
８
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
約
１
・
５

倍
）
と
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
第
一
期

と
し
て
２
つ
の
工
場
棟
（
延
べ
床
面
積

合
計
約
３
万
５
０
０
０
㎡
）
が
完
成
し

て
い
る
。

　
将
来
は
、
鶴
山
工
場
を
活
用
し
た
電

子
部
品
の
受
託
製
造
サ
ー
ビ
ス
業
務
な

ど
も
本
格
化
し
て
い
く
。

短
時
間
配
線
で
Ｅ
Ｍ
Ｃ
も
対
応

ソルトン

https://www.solton.co.jp/

ケーブルエントリーシステム

ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
販
売

に
注
力
し
て
い
る
。

　
コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
結
線
加
工

さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
分
割
形
グ
ロ
メ
ッ

ト
で
挟
み
、
分
割
形
フ
レ
ー
ム
に
滑
り

込
ま
せ
固
定
さ
せ
る
。
盤
筐
体
面
に
は

貫
通
穴
１
つ
に
ケ
ー
ブ
ル
、
エ
ア
ー
ホ

ー
ス
、
金
属
配
管
類
も
集
約
で
き
、
組

み
立
て
作
業
の
時
間
短
縮
に
つ
な
が

る
。
盤
筐
体
底
面
を
Ｉ
Ｐ
54
で
塞
げ
る

専
用
シ
リ
ー
ズ
も
用
意
。

　
ま
た
、
イ
ン
バ
ー
タ
や
デ
ー
タ
伝
送

な
ど
ノ
イ
ズ
対
策
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
被

覆
を
剥
い
て
押
し
込
む
だ
け
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ

　
ソ
ル
ト
ン
は
、
独
・
ア
イ
コ
テ
ッ
ク

（
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
ｅ
ｋ
）
社
の
革
新
的
な
ケ

ク
ラ
ン
プ
は
、
弾
性
形
状
で
恒
久
的
に

シ
ー
ル
ド
部
と
幅
広
く
接
触
。
ま
た
ク

ラ
ン
プ
範
囲
は
φ
１
・
５
㎜
〜
75
㎜
と

多
彩
な
ケ
ー
ブ
ル
を
簡
単
に
固
定
で
き

る
。

　
取
付
方
法
も
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
基

板
、
ネ
ジ
直
付
け
、
リ
ベ
ッ
ト
な
ど
が

選
択
可
能
で
あ
る
。

　
取
得
済
規
格
は
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ

67
／
68
、
欧
州
鉄
道
難
燃
性
規
格
の
Ｅ

Ｎ
４
５
５
４
５
―
３
Ｈ
Ｌ
３
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ａ
Ｂ
な
ど
を
取
得
済
。
　

　
新
製
品
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
準
拠
製
品

も
発
売
し
て
お
り
、
工
作
機
械
、
鉄

道
、
建
機
だ
け
で
は
な
く
、
食
品
機
械

や
医
薬
製
造
機
械
へ
も
使
用
可
能
で
あ

る
。

各
社
の
製
品
紹
介

配
線
接
続
機
器
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新製品・新サービス

■日立パワーソリューションズ、ドローンとAIを用い
た風力発電設備向けサービス
　日立パワー
ソリューショ
ンズは、風力
発電設備の安
全性向上と安
定稼働を実現
するブレード
トータルサー
ビスを、Lu 
madaソリュ
ーションの一
つとして４月
１日から提供
開始する。
　風力発電事業者向けに、ドローンとAIを活用した
ブレードの点検と保守計画立案、損傷・劣化個所の補
修をワンストップで提供することで、点検にともなう
設備停止時間を従来比３分の１に短縮する。
　同サービスは、産業用ドローンの活用実績が豊富な
センシンロボティクスと共同開発した、ドローンと
AIで高精度な点検を実現するブレード点検システム
に、日立パワーソリューションズが風力事業で培って
きた保守計画や補修に関する知見を組み合わせて、ブ
レードの適切な維持管理を行うもの。
　日本風力発電協会（JWPA）が定める「風力発電設
備ブレード点検および補修ガイドライン」に準拠して
おり、日立パワーソリューションズが納入した設備に
限らず、さまざまなメーカーの風力発電設備にサービ
スを提供することが可能。
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022 
/02/0209.html
■SMC、ステップモータコントローラ「JXC　Series」
発売
　SMCは、ステップモータコントロ
ーラの新製品「JXC　Series」を発売
した。今回新たに安全規格対応品
（JXCLF）を追加。パラレル入出力で、
ステップモータ（サーボDC24）V、
ステップデータ数64点など。
https://www.smcworld.com/new 
products/ja-jp/21/jxc_/A
■ヒロセ電機、産業機器向け電源信号複合コネクタの
新製品発売
　ヒロセ電機は、産業機器向け電源信号複合コネクタ
の新製品「PQ50WA/PQ50WTシリーズ」を発売した。
電源信号複合による省配線や省スペース化を実現。配
線部材や工数削減でトータルコストを削減している。
シールドやグランド接地構造でノイズを防止したり、
IP67対応も特徴だ。
https://www.hirose.com/product/series/PQ50WA
■パナソニック、Autonomous　Factoryを実現する
「NPM　Gシリーズ」を発売
　パナソニックスマートファクトリーソリューション
ズは、顧客の要望や、供給の変化に即応可能な、自律
的に進化し続ける工場「Autonomous　Factory（オ
ートノマスファクトリー）」を実現する「NPM　G
シリーズ」を発売した。
　５Mの変化に追従し生産を安定させる実装ライン用
システム「APC-５M」を発売した後、機種切り替え
の完全自動化を実現したスクリーン印刷機「NPM-
GP/L」、部品を自動供給するシステム「Auto　
Setting　Feeder」、業界最高レベルの装着精度を実
現するモジュラーマウンター「NPM-GH」を順次発
売する。
　これらを核とする新プラットフォームで、生産現場

の変動要素である５Mを自律的にコントロールし、生
産の安定につなげる。これに「匠の知能」が加わるこ
とで、Autonomous　Factoryを実現するという。
　パナソニックグループの持株会社制への移行にとも
ない、パナソニックスマートファクトリーソリューシ
ョンズは４月からパナソニックコネクトに社名変更す
る。
https://news.panasonic.com/jp/press/data/2022/02 
/jn220214-１/jn220214-1.html
■セイコーエプソン、高精度A/Dコンバーター搭載の
低消費電力16ビットマイコン
　セイコーエプソンは、高
精度A/Dコンバーターを搭
載した低消費電力16ビット
マイコンの新製品として、
「 S １ C 1 7 M 0 2 」 「 S １
C17M03」の２機種のサンプ
ル出荷を開始した。それぞ
れ月産10万個を予定し、「S
１C17M02」のサンプル価格
は800円（税別）。
　本製品は、エプソン独自の低消費電力技術をベース
に、高解像度16ビットΔΣ（デルタ・シグマ）型A/D
コンバーターや各種計測モードに対応した専用回路、
液晶ドライバを搭載し、デジタルマルチメーターなど
の表示付き計測機器の制御に最適なシングルチップマ
イコン。
https://www.epson.jp/osirase/2022/220208.
htm?fwlink=jptop_news_2228

企業トピックス
■島津製作所、NEDO「グリーンイノベーション基金
事業」に採択
　島津製作所は、国立研究開発法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構（NEDO）から公募された「グ
リーンイノベーション基金事業／CO２を用いたコン
クリート等製造技術開発プロジェクト」に共同提案し、
１月28日に採択された。共同提案したのは、鹿島建設、
デンカ、竹中工務店の３社を実施予定先とする民間企
業44社、10大学、１研究機関から構成されるコンソー
シアム。
　島津製作所は計測・システムメーカーとしてコンソ
ーシアムに参加。全有機体炭素計（TOC計）などの
分析機器を用いて、CO２の固定量評価・分析手法の最
適化と検証を担当する予定。
https://www.shimadzu.co.jp/news/press/xnem４
vlm７ug９pkpb.html
■サンソリット、本社移転、電話＆FAX変更
　ウシオグループの一員であるサンソリットが、本社
事務所を移転した。新住所は東京都港区六本木４丁目
８-５六本木和幸ビル８F。電話番号は03-5843-1541
https://www.ushio.co.jp/jp/news/1001/2022-
2022/500881.html
■富士電機、太陽光発電用ストリング形PCSのJET認
証取得
　富士電機は、太陽光発
電用ストリング形パワー
コンディショナ（PCS）が、
製品性能の第三者認証で
あるJET認証を取得した。
　ストリング形PCSは複
数枚の太陽光パネルを束
ね、日照時間や障害物などを考慮して回路（ストリン
グ）を組むことができるため、パネルに影ができた場
合などにも発電量の低下を抑制することができる。
　同社は2019年に50kVAタイプ、2020年に21kVAタ
イプのストリング形PCSをそれぞれ発売していた。屋
根や屋上への設置に適した世界最軽量のPCSで、SiC
パワー半導体の適用で変換効率99％が特長。ファンレ

ス化で長期メンテナンスフリーを実現している。
https://www.fujielectric.co.jp/about/news/
detail/2022/20220210100014989.html
■不二電機工業、立体的なエンジニアリングの動画更
新
　不二電機工業は、これまでに培った技術や経験を元
に顧客の生産性向上に貢献する装置製作の動画を更新
した。
　設計ツール「３D　INVENTOR2020」や「２D　
AutoCAD　Macanical2020」を活用したさまざまな
組立装置や、だるま落としやブロック組立などのロボ
ットデモを紹介している。
　動画を紹介しているのは、2020年２月に生産技術部
から改称した「M３（エムキューブ）エンジニアリン
グ部」。「３つのM'Mechatronics（メカトロニクス）
''Mold（金型）''Manpower-Saving（省人化）'を掛け
合わせ、相互作用による立体的なエンジニアリングを
提供する」というコンセプトを表してる。
https://www.fujidk.co.jp/m３engineering/
■浜松ホトニクスの栗原氏、国際コロイド・界面科学
者連盟から表彰
　国際コロイド・界面科学者連盟（IACIS：Interna 
tional　Association　of　Colloid　and　Interface　
Scientists）は、浜松ホトニクスの社外取締役である
栗原和枝東北大学名誉教授を2022年度のThe　IACIS
　Life　Time　Achievement　Award（LTAA）に
選出した。
　LTAAは、生涯業績と界面およびコロイド科学の進
歩への貢献を表彰するもので、今回、栗原名誉教授の
卓越した功績が認められた。
　IACISは、コロイドと界面科学分野の研究者の国際
連携と研究推進を目的とし、各地域の学会と連携する
国際組織。1979年以来、３年に一度の頻度で国際会議
を主催すると同時に各地域での学術活動を支援してい
る。
https://www.hamamatsu.com/jp/ja/news/announc
ements/2022/20220127000000_jp.html
■日新電機グループ社会貢献基金「2021年度奨学生交
流会」をオンラインで開催
　公益財団法人日
新電機グループ社
会貢献基金（京都
市右京区、理事長：
齋藤成雄）は２月
４日、「2021年度
奨学生交流会」を
オンラインにて開
催した。
　本会は、同じ分野の研究を行う学生同士、また学生
と社会人とが交流を深める場として、2016年度から開
催しており、今回で６回目。
https://nissin.jp/news/220208/
■三菱電機アジアがシンガポールの先進再製造技術セ
ンター（ARTC）に加盟
　三菱電機のシンガポール子会社である三菱電機アジ
アは、先進再製造技術センター（Advanced　
Remanufacturing　and　Technology　Centre、通
称ARTC）に、Tier２メンバーとして加盟した。2022
年１月26日、三菱電機アジアの大島猛社長とARTCの
デビッド・ロー最高経営責任者（CEO）が加盟契約
に署名。
　三菱電機は、三菱電機アジアのファクトリーオート
メーション部門を通じてFA-IT統合ソリューション
「e-F@ctory」に基づくIoT技術・ソリューションに
関する知見やノウハウを提供し、製造業やプロセス産
業の生産性・品質の向上に貢献していくとしている。
https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/announce/
pdf/news_ARTC_20220214.pdf
■ファナック、DXCEサイトの動画コンテンツ公開
　ファナックは「FANUC　Digital　Transformation
　Customer　Engagement（FANUC　DXCE）」
サイトについて、動画コンテンツを公開した。商品紹
介ページからそれぞれの商品の動画コンテンツを見ら

れるようになる。
ht t p s : / /www. f a nu c . c o . j p / j a / p r o f i l e / p r /
newsrelease/2022/news20220210.html
■ダイヘン、電気推進船向け大容量ワイヤレス充放電
の実証実験実施
　ダイヘンは、関西
電力やe５ラボとと
もに、関西ベイエリ
アにおける電気推進
船の開発・普及促進
に向けて、大容量ワ
イヤレス充電システ
ム等の共同開発を進
めている。
　この共同開発が大阪府の「新エネルギー産業創出事
業」に採択されたことを受け、関西電力とともに１月
27日、28日の２日間、八軒家浜とユニバーサルシティ
ポート（大阪市）で電気推進船向け大容量ワイヤレス
充放電実証実験を実施した。
　実証実験に先立ち、2025年の大阪・関西万博に向け
て“船舶の電動化”機運をより高めることを目的とし
た関連イベント「水都大阪SDGs未来フォーラムVol.
“０”」を開催した。
https : / /www.da ihen.co. jp/newin fo_2022/
news_220204.html
■ホリバ・インド社が医用事業の新たな試薬工場を本
格稼働
　堀場製作所のグループ会社で、インドでの事業を手
掛けるホリバ・インド社は、インド中西部のマハーラ
ーシュトラ州に位置するNagpur（ナグプール）に新
たな試薬工場を建設し、今年１月に本格稼働した。
　医用事業は、血球計数や生化学検査などに用いる装
置と、検査の際に血液などの検体と化学反応を起こし
て適切な測定をするために用いる試薬をそれぞれ販
売。機器の累積設置台数を増やすことで検査試薬の販
売増を実現し、より安定した収益確保へとつなげる狙
い。

イベント・セミナー・
キャンペーン

■スズデン、外観検査/自動搬送ソリューションの無
料オンラインセミナー開催
　スズデンは２月25日、オムロンの協賛でオンライン
（ZOOM）による無料セミナーを開催する。定員20
名で受講料は無料。申込み締切日は２月18日。10時30
分からと15時30分からは協調ロボット、13時30分から
はモバイルロボット。協調ロボットとモバイルロボッ
ト２つ受講も可能。
https://www.suzuden.co.jp/news/
■オプテックス・エフエー、３/８～FAセンサ、温度計、
LED照明のオンラインWEB講座
　オプテック
ス・エフエー
は３/８～1 1
日、FA用セ
ン サ や 温 度
計、画像処理
用LED照明
のオンラインセミナーを開催する。事例紹介や使い方、
開発設計に役立つ７つの講座を受講できる。参加無料。
　８日は「IO-Link導入セミナー～上位通信の設定か
らセンサのモニタリングまで～」、９日は「サーモグ
ラフィの選び方（初級セミナー）」、「レーザ変位セ
ンサで色んなものを測ってみよう！」、10日は「キズ
検査のための照明選定の基本と事例紹介」「生産現場
でのサーモグラフィ導入と活用術（中級セミナー）」、
11日は「レーザ外径測定器だからできる測定事例集～
10µmの細線から200mm以上のワークまで～」
https://www.optex-fa.jp/online_week2022/

ものづくり・FA・自動化業界掲示板


